
２０１８年度 「中国 大連・東北部通信」   2019 年 3 月 26日  

                                                   

               駐大連北九州市経済事務所 

                       ◆所 長 永元 博文 ◆副所長 桑田 大輝  

                       ◆副所長 呂 俐      

桑田 Email: fusuozhang@kitakyusyu-dl.com 

 

 

本年度最後となる今回の「中国 大連・東北部通信」では、今年 2月 17 日(日)に開催された 

“北九州マラソン”を踏まえ、例年 5 月中旬に大連市内にて開催される“大連国際マラソン”に 

ついてご紹介させていただきます。 

 

 

■歴史ある大連国際マラソン 

“大連国際マラソン大会”(中国語では「大连国际马拉松比赛」と言います)は、大連で毎年 5 月

に開催されています。大会の歴史は古く､1987 年から大連市内にて開催されており､中国国内におい

ては最も古くから始まった､国際的にも知名度の高いマラソン大会です。 

我々の駐在する北九州市大連事務所も､北九州-大連友好都市締結以後の1991年に設置されましたが､

それよりも古い歴史を有していることには驚きです。 

ちなみに､北九州マラソンは､北九州市の市制50周年を記念して2014年から開催されているもので､

このような観点からも大連国際マラソンの歴史の深さが伺えます。 

 

以前は､大連人民体育場(現在：恒隆広場)という競技場を中心として市中心部で開催され､コース

の距離も 5km や 10km といった「中距離型」の種目もありましたが､大連人民体育場の解体後は､市内

東部の大連国際会議センターをスタート地点として開催されるようになりました。 

本大会は､中国陸上競技協会や大連市政府が主催となり､過去の大会においては､ＡＮＡやＹＫＫと

いった日系企業も協賛･後援を行なっています。 

 

【写真 1】大会当日の様子              【写真 2】現在の大連人民体育場はショッピングモールへ変貌。 

                   



  

■ユニバーサル(多種多様)な種目設定 

大連国際マラソンにて､ここ数年､開催されている競技種目は 7 種目あり､マラソンコースは､スタ

ート地点である大連国際会議センターを出発して､大連特有の広々とした風情のある街並みを走り

抜けます。また､多種多様な競技種目を設けていることからも､中国国内に留まらず､外国人も多数参

加しており､昨年は延べ 3万人近くものランナーがエントリーしました。 

【大連国際マラソン種目一覧】 

競技種目 距離 ゴール地点（※過去実績） 

男子･女子マラソン（個人） 42.195km 大連国際会議センター 

男子･女子マラソンリレー 42.195km 大連国際会議センター 

男子車いすフルマラソン 42.195km 大連国際会議センター 

男子･女子ハーフマラソン 21.0975km 海軍広場 

男子･女子車いすハーフマラソン 21.0975km 海軍広場 

男子･女子 10km ジョギング 10km 星海会展中心 

男子･女子ミニマラソン 4.2km 森茂大厦（森ビル） 

             出所：大连天健网 RUNSKY.COM「第 31 回大連国際マラソン､5 月 13 日に開催する」を一部参考 

昨年の大会では日本人駐在員だけではなく､日本からも数多くのランナーが参加しており､ハーフ

マラソン部門においては､北九州市からの参加選手が優勝しています。 

 

■本大会における「ごみ問題」 

 年々人気の高まりを見せる“大連国際マラソン大会”ですが､その人気の高まりの裏側に参加ラン

ナーにおける「ごみ問題」も出てきています。 

一昨年の 2016 年大会では､5 年ぶりの市内開催ということもあり､申込者数が増加した大会でもあり

ましたが､マラソン各種目終了後のコースはランナー達が捨てたスポンジやタオル､給水時の紙コッ

プ等で一面､ごみの山になってしまったことが中国メディアに報道されるなど､ランナー達のマナー

やモラルの問題も指摘されています。 

  

※「選手の輝かしい姿より､関係者の苦労に感激させられた」と揶揄された様子【写真】 

 

 



■最後に 

今年も､この“大連国際マラソン大会”は､5/4(土)にミニマラソン､5/12(日)にマラソン･ハーフマ

ラソンが開催される予定ですが､残念ながら今年の申込みは既に締切りとなっています。 

(※例年､3 月上旬までの出場申込みで､5 月中旬の開催となる場合が多いです。) 

2019 年度､北九州市は大連市との友好都市締結 40 周年という節目を迎えることになります。我々も

マナーやモラルに対する模範となりながら､北九州市の一員としてこのマラソンにも挑戦したいと

思います。 

 

 


